






































情報指導員   池 田 雄 彦
２　調査の結果と考察
























































































































































　　斉の甘徳が制定　黒星　   118星座　511星
　　保井春海が制定　青星　　 61星座　308星
②　右上に大きく「上規」の文字が見られる。（図
　10）江戸時代の天文用語で「上規」は北天の
　意味があり、上規図※であることを示している。
③  星の色分けや赤道星図は、保井春海とその子
　昔
ひさ
尹
ただ
が作成した「天文成象」の図に類似してい
　るが、右側部分に②の上規図が描かれているこ
　と、画面下に経度に相当する角度と時間が書か
　れていることが異なっている。上規図は地図測
　量にとって必要な資料である。
　①②より、資料名は、『星座図（上規図）』と（　） 
　付きにして名付けた方がよいと考える。
３　調査のまとめ
　各星図に共通したこととして
・代表的な一等星の位置を現在の星
　の位置と比較してみると、大変正
　確である。
・黄道や天の赤道上の位置（時角）
　がきちんと記載されていることか
　ら、星の観測からその土地の緯度・
　経度の測量に利用できる精度である。
・星の等級（明るさ）など、図11の
　ようにそれぞれの星座図で工夫し
　て描かれている。
　同じ石井夏海・文海所持文書『自気発動星座
測量之図　草稿※※』や『柴田収蔵日記」の資料
調査から、これらは、石井親子が入手したり、複
写したもと思われる可能性が極めて高い資料で
ある。石井夏海・文海の活躍した文化～享保時
代の佐渡に、このように正確な星座図があった
こと、それを使って天体観測がなされたこと（佐
渡で観測された彗星の観測記録）は大変興味深
いことである。
　また、当時日本有数な優秀な測量技師が存在
した佐渡、どこかに象限儀や子午線儀などの天
体観測器が存在していることを願っている。
　限られたページ内の関係で、描かれている中国
星座や日本の保井春海が追加した星座等の紹介
や詳細な特徴を紹介できないのが残念である。
　これら星座図の詳細な特徴については、資料を
整理した上で、佐渡伝統文化研究所ホームページ
で紹介する予定である。
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図９　星座図
図 10　［左］星座図右側部分　［右］下端部分
図 11　衆星図部分
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